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鄭
館
・
雄
所
蜘

　
　
　
　
　
　
撫
松
館
羅
電

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【

村
振
興
の
ス
タ
ー
｝
を
切
っ
て

高
擾
稜
舎
新
築
落
成

稜
と
し
て
発
足
し
た
の
が
昭
和

二
十
二
年
、
．
ζ
の
高
校
誘
致
間

■
題
、
建
築
問
題
、
独
立
等
に
つ
、
、

い
て
の
既
往
の
ζ
と
は
輔
応
后
、

日
に
譲
る
ど
し
て
高
校
当
局
、

村
当
局
、
委
員
等
こ
の
六
三
三

制
教
育
の
実
施
に
万
全
を
期
す
一

る
べ
く
努
力
し
今
回
こ
の
校
舎
，

の
落
成
を
見
る
に
至
．
っ
た
こ
と
．

は
各
關
係
者
の
熱
意
、
並
に
職
・

人
側
の
献
身
的
努
力
と
、
又
村

民
一
同
の
御
協
力
に
対
し
て
衷
、

心
よ
り
謝
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
る
。

本
工
事
は
本
年
八
月
八
日
着
工

し
縄
工
事
百
五
十
万
円
で
十
一

月
一
日
竣
功
を
み
た
も
の
で
あ
，

る
が
本
校
舎
は
五
間
×
二
十
間
｛

玄
関
二
間
×
四
間
、
便
所
二
間
「

ど
四
問
で
一
部
三
階
建
で
九
教
一

室
よ
り
な
つ
て
い
る
。
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

尚
本
村
と
し
て
は
こ
の
高
等
学
㎜

校
の
村
立
の
独
立
稜
を
請
願
中
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

で
あ
り
、
去
る
十
月
二
十
一
，
。
日
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

村
長
代
理
（
山
賀
）
、
松
代
農
協
｝

組
合
長
は
縣
に
出
張
、
種
々
努
…

力
の
結
果
、
交
教
委
員
会
を
通
｝

定
時
制
安
塚
高
等
学
校
松
代
分
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔑
， 、

【
写
眞
H
新
築
成
つ
た
松
代
高
等
学
校
】

蕊
　
臼
一
’
　
噸
、

早
場
米
の
奨
働
金
の
檜
額
、
他
に
つ
い
て

本
村
囑
託
員
会
開
か
る

去
る
十
月
二
十
四
慨
村
役
場
で
囑

託
員
会
が
開
会
さ
れ
次
の
事
項
が

審
議
さ
れ
た

　
一
、
本
年
度
の
共
同
募
金
に
つ

　
　
い
て
（
各
位
の
協
力
を
依
頼
）

　
二
、
早
場
米
の
奨
励
金
の
増
額

　
に
つ
い
て
八
本
村
は
一
五
六
石

　
二
斗
の
割
当
に
づ
き
十
月
下
旬

　
ま
で
に
供
出
し
た
分
に
対
し
て

　
増
額
せ
ら
れ
を
の
額
は
六
万
輔
＝

　
干
八
百
円
也
を
）

三
、
防
火
週
間
に
つ
い
て

（
期
間
は
十
一
月
一
日
か
ら
七
日

　
ま
で
、
あ
る
が
特
に
防
火
に
つ

　
い
て
強
調
せ
ら
れ
た
い
旨
）

四
、
償
却
資
産
の
申
告
に
つ
い
て

（
こ
の
申
告
に
つ
い
て
説
明
が
あ

　
つ
た
が
未
だ
確
り
し
た
指
示
は

　
な
い
が
細
部
は
役
場
へ
問
合
せ
，

ら
れ
た
い
）

五
、
十
一
月
十
日
執
行
の
教
育
委

員
選
挙
に
つ
い
て

　
，
（
棄
権
防
止
に
つ
い
て
説
明
あ

　
り
）

松
代
村
養
鶏
組
合
の
誕
生

　
　
　
　
　
　
癸
会
式
は
十
一
月
五
日

農
家
副
業
の
幅
づ
と
し
て
重
要
硯
、

さ
れ
て
い
る
養
窺
は
近
時
頓
に
そ

，
φ
養
鶏
家
の
激
場
と
作
か
、
、
叉
浸

の
要
望
に
応
え
て
熱
心
家
．
に
呼
び

か
け
て
衣
の
通
り
養
鶏
組
合
の
発

会
式
を
挙
行
す
る
こ
と
に
な
つ
た

養
鶏
者
は
多
数
参
会
さ
れ
る
様
要
，

望
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

過
し
十
月
三
十
日
開
会
の
縣
会
に
お
い
て
・

の
見
通
し
が
つ
い
て
居
り
之
が
正
式
決
定

の
曉
絃
村
立
松
代
高
等
学
稜
と
し
て
新
た

に
校
長
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
と

当
局
者
の
談
で
あ
る

爾
落
成
式
は
十
一
月
二
日
で
あ
っ
て
一
般

参
観
は
三
日
で
あ
る
が
そ
の
日
は
蓮
動
大

会
も
催
ざ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
｝

日
時
、
‡
月
五
日
午
前
九
時
よ
り

場
所
　
松
代
村
農
業
協
同
組
合

議
案
　
ω
養
鶏
組
合
規
約
の
設
定

　
　
．
働
役
員
の
決
定
．

　
　
　
㈲
昭
和
二
五
年
下
牛
期
事

　
　
　
，
業
計
画
の
審
議

　
　
　
㈲
蓮
営
対
策
そ
の
他

　
一
．
、
，
農
地
の
売
渡
に
つ
い
て

今
般
自
農
法
第
廿
八
條
に
よ
り
・

政
府
鴛
於
て
左
記
の
土
地
を
先

買
権
惚
行
使
し
看
ハ
撃
φ

本
土
地
は
耕
作
権
を
離
れ
た
土
、

耕
作
が
で
き
る
土
地
で
あ
る

　
日
場
所
　
大
字
菅
刈
地
内
字

　
　
万
代
七
五
二
番
外
二
筆

　
　
田
　
，
九
畝
七
歩
・

　
⇔
申
込
資
格
者
農
業
を
経
営

　
　
し
、
自
作
者
と
し
て
精
進

　
　
の
見
込
あ
る
も
の
で
あ
れ

　
　
ば
誰
で
も
買
受
申
込
が
出

　
，
来
ま
す
。
．

　
　
地
籍
が
菅
刈
、
会
沢
部
落

　
　
に
最
も
近
い
の
で
両
部
落

　
　
の
方
を
特
に
希
望
す
る

　
　
多
数
申
込
あ
る
場
合
は
委

　
　
員
会
で
審
議
の
上
最
適
格

　
　
者
に
売
渡
す
筈
で
あ
る
。

二
、
強
制
譲
漢

纏
難
賭
晶
麟
腿
“

農
家
の
方
は
見
逃
ざ
ず
に

」
慮
御
読
み
下
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
地
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

・
從
未
行
わ
れ
た
農
地
の
政
府
買
牧
．

を
打
ち
切
っ
て
強
制
譲
渡
と
し
て

、
農
地
の
偵
格
統
制
を
撤
慶
す
る
，

．
．
日
新
た
に
発
生
し
た
不
在
地
主

　
（
七
月
三
十
一
同
以
後
の
も
の
）

　
　
と
三
号
面
積
を
こ
え
る
在
村

　
．
地
主
の
小
作
地

　
⇔
農
地
改
革
に
よ
っ
て
買
受
け

　
　
た
農
地
牧
野
の
自
作
を
や
め
…

　
　
る
場
合

　
目
自
作
者
又
は
所
有
者
が
農
地

　
　
を
手
放
す
場
合

　
⑳
彊
制
譲
渡
で
自
作
農
と
な
つ

　
　
た
も
の
が
自
作
を
や
め
る
場

　
　
合

以
上
の
場
合
は
彊
制
護
渡
の
手
績

に
よ
り
、
今
、
後
の
農
地
の
所
有
樺

｝
移
轄
を
行
う
こ
と
、
な
っ
た
。

小
作
料
は
昭
和
二
十
五
年
度
は
七

倍
と
な
り
五
膏
円
程
度
に
引
き
上

ハ
｝
げ
ら
れ
た

㎝㎜｝｝響一、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

1貯投票所を増設醗i

桐
山
、
蓬
李
、
瀧
澤
の
一
ニ
ケ
所
に

來
る
十
一
月
十
日
執
行
さ
れ
る

縣
教
育
委
員
選
挙
に
村
選
挙
管

理
委
員
会
で
は
協
議
の
結
果
今

回
の
選
挙
よ
り
桐
山
、
蓬
李
、

瀧
沢
に
投
票
所
を
増
設
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。
術
投
票
所
と

そ
の
区
域
は
次
の
通
り
で
あ
る

第
一
投
票
所
…
…
松
代
公
民
館
、

　
　
　
松
代
　
小
荒
戸
　
菅
刈
　
田
沢

　
　
　
太
李
　
池
尻
　
干
年

第
二
　
〃
　
…
…
蓬
李
分
稜
…
…
蓬
李

第
三
　
〃
　
…
…
清
水
小
学
稜

　
　
　
清
水
　
会
沢
　
倉
下

第
四
　
〃
　
…
…
桐
山
分
校
…
…
桐
山

第
五
投
票
所
…
…
小
屋
丸
分
校

　
　
　
小
屋
九
　
池
之
畑
　
下
山

第
六
　
〃
　
…
…
海
老
分
稜

　
　
　
海
老
　
東
山

第
七
　
〃
　
…
…
伊
沢
小
学
校

　
　
　
犬
伏
　
孟
地
　
苧
島
　
中
子

第
八
　
〃
　
…
；
・
瀧
沢
分
稜

　
　
　
片
桐
山
　
瀧
沢
　
荒
瀬



、

第40号聞新舘．
民公代穣昭、和25年（1950年）10月121

アフキの地に建つ7こ

清
　
　
水
　
　
稜

　
　
地
元
民
の
総
力
こ
け
っ
趨
で

建
築
が
成
っ
た
こ
と
に
つ

い
て
は
村
民
斎
し
く
御
承

知
の
事
で
あ
る
が
突
然
の

災
害
の
た
め
そ
の
最
寄
部

落
民
の
無
形
的
打
撃
は
筆

舌
に
盤
せ
ぬ
も
の
が
あ
つ

’
た
事
と
推
察
さ
れ
る
。

が
然
し
㍉
村
当
局
、
村
議
会
を
始
め
教
．

育
に
万
全
を
”
け
　
幼
き
学
童
の
心
底

の
声
を
聞
き
つ
、
部
落
民
の
総
力
と

そ
似
騒
起
は
今
鼓
に
落
成
也
み
た
の

で
あ
る
が
村
の
関
係
者
を
始
め
建
築

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
　
　
1
　
　
｝
　
　
　
5
　
　
2
　
　
　
－
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
ー
　
　
ー
　
　
　
ー
　
　
8
1

関
係
者
の
そ
の
落
成
の
当
日
の
心
境

　
を
察
す
る
に
唯
無
言
の
中
に
涙
す
る

　
も
の
が
あ
っ
た
。
■
総
工
費
は
二
百
二

｝
十
六
万
五
千
円
で
本
稜
舎
四
間
渓
二

｝
十
■
一
間
、
蓮
動
場
六
間
×
十
間
、
便
所

ロ

＝
一
間
×
四
間
、
見
童
昇
降
口
二
間
x
．

…
四
間
、
職
員
昇
降
口
一
間
牟
×
三
間

…
・
で
あ
惹
そ
の
完
成
の
校
舎
は
窟
眞
の

ば

㎝
通
り
で
あ
る
が
地
元
民
の
奮
起
を
新

ハ

｛
た
に
蘇
ら
せ
ξ
も
の
が
あ
る
。

｛
　
【
写
眞
踊
八
月
三
十
一
日
竣
功
の

τ　
　
清
水
校
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蕪

～
　
　
　
！
一
『
　
　
　
｝
　
　
　
；
　
　
　
｝
　
　
　
1
　
　
　
；

4■■■■■』一』釦■嶋■■隔』駒醐一■■隔』■■嗣■■』．』闘■陶■劇』』幽■幽幽幽Lr

一
新
潟
縣
下
の
二
十
四
年
度
の
火
災
件
数
　
（
多
数
順
）

一
　
コ
タ
ツ
ご
取
茨
か
む
の
火
事
が
案
外
多
い

一
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

サ
　
　
　
き
　
　
　
ヨ
　
　
ヨ
　
　
　
き
　
　
　
き
ド
　
　
　
き
　
　
き
　
　
　
ヨ
　
　
ヨ
　
　
　
ヨ
　
　
キ
　
　
き
　
き
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響

翻
．
、｛

農業講座

來
年
度
の
種

子
の
選
樺

の
栽
培
す
る
品
種
を
定
め
る
べ
き
で

あ
る
つ
只
他
村
で
増
牧
し
た
と
か
、

　
　
　
　
　
　
　
ド
　
ノ
ィ

試
験
場
の
成
績
が
挙
り
で
、
い
る
か
ら

と
い
う
こ
と
だ
ゆ
で
す
ぐ
そ
の
品
種

に
飛
び
つ
く
こ
と
は
危
瞼
千
万
で
あ

る
。
品
種
の
特
徴
は
そ
の
品
種
の
も

つ
逡
傳
質
が
環
境
や
栽
培
法
に
反
応

す
る
こ
と
に
よ
り
て
外
面
に
現
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
か
ら
季
坦
地
で
良
い

形
質
を
現
す
品
種
で
も
山
間
地
で
は

必
す
し
も
良
く
な
ら
奪
い
こ
と
が
あ

る
。
環
境
・
地
質
・
栽
培
法
の
差
異

か
ら
く
る
形
質
の
攣
化
は
勿
論
で
あ

る
。
大
げ
さ
ね
宣
傳
に
戚
わ
さ
れ
亡

り
、
他
人
の
、
稻
を
見
聞
し
た
ず
け
で

簡
軍
に
自
分
砂
耕
地
に
当
は
め
る
事

は
失
敗
の
原
因
と
な
る
か
ら
臭
々
も

注
意
す
べ
き
で
を
る
。

又
農
家
の
中
に
は
品
種
の
地
飽
き
を

理
由
に
韓
々
と
晶
種
を
換
え
る
の
が

あ
り
ま
す
が
こ
れ
は
特
殊
の
場
合
を

除
く
他
そ
う
易
々
と
地
飽
を
す
る

も
の
で
な
く
地
飽
の
爲
の
減
牧
と

云
わ
れ
る
も
の
、
中
に
は
環
境
、
・
．

特
に
土
壌
條
件
の
攣
化
か
ら
く
る

も
の
が
多
く
現
境
に
合
っ
た
栽
培

法
を
取
入
れ
た
場
合
は
殆
ん
ど
こ

の
様
な
結
果
は
起
ら
な
い
も
の
で

あ
る
か
ら
地
飽
き
｝
称
し
て
年
々

品
種
を
取
換
え
る
事
は
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

ノ

次
に
品
種
O
退
化
で
す
が
こ
の
こ

と
は
炸
年
の
本
紙
に
詳
し
く
掲
載

し
て
あ
る
通
り
色
々
の
原
因
（
自

然
交
配
・
突
然
攣
異
・
他
種
の
混

入
）
で
退
化
し
生
産
力
を
減
退
す

る
か
ら
種
子
は
必
す
探
種
圃
産
の

も
の
を
使
用
す
べ
き
で
あ
る
。

縣
農
事
試
験
場
や
村
の
農
協
が
亘

額
の
経
費
を
投
じ
探
種
圃
担
当
者

が
多
大
の
犠
牲
を
沸
．
つ
て
念
入
り

に
調
製
し
た
探
種
圃
産
の
種
子
を

証
．
誘
馳
、

　
く｝

㈲
取
灰

關
鰍
遜珊i、

月
－

月
7
日

一
〇
一

八
五

六
σ

三
二

二
八

シ
メ日

（10）（9）18）（7）、（6）

放タ焚力漏
ノぐ　 いぴ

火コ火ド電

二
五

二
三

一
七

一
五

一
三

芝
♂
～
多
§
～
多
く
・
F

防

1ー

コ
ン
ロ

　
　
　
　
で

、
囮
風
呂
揚

計

一
三八

四
二
〇
件

　
　
　
　
　
　
　
の

■
本
村
清
防
團
で
は
茨
溜
の
設
置
を

｝
，
奨
励
し
て
い
ま
す
9

玉
年
は
御
存
知
の
響
役
場
逆

　
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
（
フ
タ
付

　
き
）
の
も
の
で
す
。
村
当
局
で
は

　
本
年
度
よ
り
補
助
を
堆
額
す
る
旨

火i

　多
週1

．‘

問

脱
穀
調
製
も
殆
ん
ど

濟
ん
で
供
米
完
納
も

も
う
一
息
と
い
う
と

　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
旨

準
傭
し
て
明
年
度
の
増
産
に
備
え

ま
し
よ
う
。

本
村
農
協
が
本
年
探
種
せ
る
水
稻

雑
穀
の
品
種
は
左
記
の
通
り
で
す

か
ら
希
望
者
は
農
家
組
合
を
通
じ

て
協
同
組
合
へ
お
申
込
下
さ
い
。

0
水
　
　
稻

　
新
六
号
　
新
二
号

新
八
号
㎜

璽・こ
ろ
で
す
が
、
今
年
の
稻
作
は

U
時
は
昨
年
に
劣
ら
な
い
豊
作
を

予
想
さ
れ
た
が
い
ざ
刈
取
の
鎌
を

た
て
更
に
俵
に
纏
め
た
結
果
は
二

度
喫
驚
の
歌
態
で
す
が
今
年
の
稻

作
を
考
え
る
時
減
牧
の
原
因
は
色

々
あ
り
ま
し
よ
う
が
環
境
や
栽
培
，

法
の
僅
か
の
差
異
が
稻
の
生
育
と

牧
量
及
び
品
質
に
多
大
の
影
響
を

與
え
又
品
種
の
特
性
の
差
異
が
著

し
い
特
徴
を
表
し
た
。

　
　
　
ロ

明
年
度
の
種
籾
を
準
備
す
る
時
に

当
り
品
種
選
択
を
や
る
場
合
そ
の

品
種
の
特
徴
を
充
分
見
究
め
自
巳

　
北
陸
十
一
号

　
陸
羽
一
三
二
号

　
農
林
四
十
』
号

，
〆
　
張
　
濡

◎
大
　
　
豆

　
奥
羽
十
三
号

　
刈
羽
瀧
谷
■

目
小
・
豆

　
紋
別
二
十
六
号

⑳
玉
蜀
黍

　
デ
ン
ト
コ
ー
ン

’
㈲
粟
　
　
赤
粟

計
画
中
で
あ
り
、
向
う
三
ケ
年
問

緩
績
す
る
方
針
で
あ
る
。
術
希
望

者
は
各
部
落
の
清
防
分
團
長
に
申

込
ん
で
下
さ
い
。
但
七
計
画
数
よ

り
超
過
の
場
合
に
於
て
は
申
込
順

序
に
從
い
配
布
の
予
定
で
す
。

」3職響．．嵩r」』融一驚ゆ

，
一
”嘱

一町‘

恥恥‘

噺一

蟻ロ

魅～

恥’

恥“

随圃

翫‘

極
』

銀
坊
主
中
生
｛

新
．
五
　
号

愛
國
七
〇
号
〆

新
　
七
　
号

新
　
四
　
号

浦
　
　
佐

（
白
色
種
）

，
む
こ
だ
ま
し

亀一悌一一一一”一…一1

供
米
あ
ヒ
ひ
ヒ
い
き

　
　
　
皆
様
の
御
努
苦
を
感
謝
し
ま
す

一
、
食
糧
事
惰
は
よ
く
な
つ
た
と
は
し
て
居
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

い
っ
て
も
皆
さ
ん
の
供
米
は
一
粒
爾
残
る
七
五
一
石
の
供
出
も
極
力

で
も
多
く
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
完
納
さ
れ
明
る
い
農
村
栂
建
に
御

作
の
悪
い
方
唱
補
正
の
相
当
に
お
努
力
下
さ
い
。

く
れ
る
見
込
で
す
か
ら
な
る
べ
く
　
　
二
、
早
場
米
奨
励
金
に
つ
い
て

補
正
を
た
よ
ら
す
精
一
杯
の
供
出
去
る
九
月
十
九
日
に
囑
託
員
方
の

を
さ
れ
る
よ
う
御
協
力
下
さ
い
。
　
御
会
同
を
願
ウ
で
部
落
割
当
を
し

松
代
村
の
本
年
産
米
供
出
成
績
は
ま
℃
た
通
り
本
村
酬
二
一
六
四
八

事
前
割
当
三
五
八
四
石
に
対
し
九
〇
枳
で
本
年
産
米
の
供
撫
を
確
保

且
下
牟
期
八
石
、
十
月
上
牛
期
七
す
る
た
め
の
措
置
と
し
て
今
回
早

六
二
石
四
斗
、
十
月
下
牛
期
（
二
十
場
米
の
奨
励
金
追
加
分
六
二
四
八
『

日
現
在
）
二
〇
六
二
石
六
斗
」
総
計
O
円
（
一
五
六
石
二
斗
）
の
決
定
と

に
し
て
七
ご
八
三
三
石
で
七
九
、
　
な
り
近
く
供
出
欺
況
と
今
後
の
供

一
％
と
い
う
数
字
を
示
し
て
い
ま
出
見
込
量
等
を
検
討
し
て
部
落
割

す
。
右
一
電
に
供
出
農
家
各
位
並
当
を
致
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

に
関
係
者
の
御
協
力
の
賜
と
戚
謝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
調
係
）
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